
 

越
中
新
川
郡
の
石
造
文
殊
菩
薩 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

 

文
殊
菩
薩
の
石
像
は
、
釈
迦
三
尊
の
脇
侍
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
一
尊
、
十
三
仏

の
一
尊
な
ど
に
み
ら
れ
る
例
が
多
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
以
外
に
お
い
て
の
石
造
文
殊
菩

薩
の
造
像
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
行
う
。
越
中
新
川
地
方
に
三
十
体
ほ
ど
の
石
造
文
殊

菩
薩
を
確
認
し
て
お
り
、
特
に
旧
下
新
川
郡
で
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
共
に
造
立
さ
れ

て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。 

 

朝
日
町
境 

西
墓
地 

 

境
西
墓
地
内
に
石
造
文
殊
菩
薩
が
み
ら
れ
る
。
凝
灰
岩
製
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右

手
に
剣
を
、
左
手
に
経
函
を
持
ち
、
蓮
上
に
立
っ
て
い
る
。
光
背
上
部
に
「
ア 

妙
円
智
證

大
姉
」、
台
石
に
は
「
境
村
／
水
嶋
九
平
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

朝
日
町
大
家
庄 

観
音
堂 

 

曹
洞
宗
天
香
寺
門
前
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
を
は
じ

め
と
す
る
石
仏
四
十
六
体
と
木
造
仏
一
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
石
仏
が
美

し
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
観
音
以
外
の
石
仏
は
、
金
剛
界
大
日
如
来
一
体
、
釈
迦
如
来
一

体
、
阿
弥
陀
如
来
一
体
、
文
殊
菩
薩
一
体
、
地
蔵
菩
薩
二
体
、
不
動
明
王
一
体
、
弘
法
大

師
二
体
、
尊
名
不
明
僧
形
像
一
体
で
あ
る
。
観
音
二
体
、
地
蔵
一
体
、
弘
法
大
師
一
体
を

除
く
四
十
二
体
は
、
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
ち
、
獅
子
上

の
蓮
に
座
っ
て
い
る
。
光
背
に
「
為
一
圓
素
光
大
姉
菩
提
」
と
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。
西

国
三
十
三
ヶ
所
観
音
の
奥
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

朝
日
町
舟
川
新 

観
音
堂 

舟
川
庵
と
い
う
尼
寺
の
跡
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
を

は
じ
め
と
す
る
石
仏
四
十
一
体
と
木
造
仏
三
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
全
て
の
石
仏
が
美

し
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
観
音
以
外
の
石
仏
は
、
大
日
如
来
一
体
、
釈
迦
如
来
一
体
、
阿

弥
陀
如
来
一
体
、
文
殊
菩
薩
一
体
、
地
蔵
菩
薩
一
体
、
不
動
明
王
一
体
、
弘
法
大
師
一
体

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
仏
は
、
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
経
巻
を
、
左
手
に
如
意
棒
を
持
ち
、
獅

子
上
に
右
足
を
下
し
て
座
っ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
の
奥
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

朝
日
町
に
は
大
家
庄
と
舟
川
新
の
他
に
月
山
と
三
枚
橋
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

石
造
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
そ
の
他
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
ヵ
所
の

観
音
堂
は
全
て
曹
洞
宗
の
門
徒
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
月
山
と
三
枚
橋
の
観
音
堂

に
は
、
石
造
の
文
殊
菩
薩
は
み
ら
れ
な
い
。
文
殊
菩
薩
の
石
像
が
み
ら
れ
る
大
家
庄
と
舟

川
新
の
観
音
堂
に
は
弘
法
大
師
の
石
像
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
石
仏
群
は
、

も
と
は
真
言
宗
に
よ
る
造
立
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
殊
菩
薩
の
石
像
が
み
ら
れ
な
い

月
山
と
三
枚
橋
の
観
音
堂
に
は
道
元
と
思
わ
れ
る
石
像
が
み
ら
れ
、
当
初
か
ら
曹
洞
宗
に

よ
る
造
立
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

黒
部
市
若
栗 

曹
洞
宗
白
福
寺
観
音
堂 

 
白
福
寺
境
内
左
手
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
を
は
じ
め

と
す
る
石
仏
三
十
九
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
以
外
の
石
仏
は
、

薬
師
如
来
一
体
、
文
殊
菩
薩
一
体
、
地
蔵
菩
薩
二
体
、
聖
観
音
一
体
、
不
動
明
王
一
体
で

あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
薬
師
如
来
、
文
殊
菩
薩
は
、
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時

期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
三
十
五
体
は
、
同
様

の
彩
色
が
さ
れ
て
い
る
。 



 
文
殊
菩
薩
は
円
光
背
型
の
丸
彫
り
で
、
両
手
で
如
意
棒
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
た
、
獅

子
上
の
結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
同
じ
大
き
さ
で
、
観
音
群
の
中

に
紛
れ
て
い
る
。 

 

黒
部
市
植
木 
東
信
庵
観
音
堂 

 

東
信
庵
境
内
右
手
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三

十
三
ヶ
所
観
音
、
不
動
明
王
等
と
共
に
文
殊
菩
薩
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
窮
屈
に
納
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
奥
の
ほ
う
の
石
仏
は
像
容
を
確
認
で
き
な
い
。
不
動
明
王
は
西
国
三
十

三
ヶ
所
観
音
と
石
材
や
手
法
が
似
て
い
る
が
、
文
殊
菩
薩
は
石
材
や
手
法
が
異
な
る
の
で

こ
れ
ら
と
は
別
に
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
、
獅
子
上

の
輪
王
座
像
で
あ
る
。
彩
色
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
色
あ
せ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ

所
観
音
の
手
前
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

黒
部
市
中
野 

高
野
山
真
言
宗
密
應
寺
境
内 

 

密
應
寺
境
内
の
小
堂
内
に
、
石
造
の
文
殊
菩
薩
と
如
意
輪
観
音
が
並
ん
で
納
め
ら
れ
て

い
る
。
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
り
、
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ
、
蓮
上
の

結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。 

 

黒
部
市
枕
野 

路
傍 

 

枕
野
集
落
は
ず
れ
の
路
傍
に
、
顕
彰
碑
一
基
、
名
号
塔
二
基
、
石
仏
十
一
体
が
並
ん
で

い
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
円
光
背
型
の
丸
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
ち
、
蓮
上
に

座
っ
て
い
る
。
円
光
背
型
の
丸
彫
り
像
が
も
う
一
体
あ
り
、
剥
落
が
激
し
く
像
容
が
は
っ

き
り
と
し
な
い
が
普
賢
菩
薩
と
思
わ
れ
る
。
釈
迦
如
来
が
み
ら
れ
な
い
が
、
文
殊
菩
薩
と

普
賢
菩
薩
の
二
体
の
み
が
同
時
に
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

黒
部
市
朴
谷 

観
音
堂 

 

朴
谷
路
傍
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
を
は
じ
め
と
す
る

石
仏
三
十
九
体
と
木
造
仏
六
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
彩
色
さ
れ
て
い
る
石
仏
は
、
西
国

三
十
三
ヶ
所
観
音
、
十
一
面
千
手
観
音
、
文
殊
菩
薩
の
三
十
五
体
で
あ
る
。
十
一
面
千
手

観
音
と
文
殊
菩
薩
は
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
よ
り
も
大
き
い
が
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で

あ
る
こ
と
か
ら
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
中
央
最
上
段
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
石
仏
群
の
中
尊
と
さ
れ
て
い

る
。
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
ち
、
水
上(

？)

に
座
っ

て
い
る
。
蓮
の
台
石
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
補
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
国
三
十
三

ヶ
所
観
音
と
同
じ
大
き
さ
で
、
観
音
群
の
中
に
紛
れ
て
い
る
。 

 

黒
部
市
阿
弥
陀
堂 

観
音
堂 

 

阿
弥
陀
堂
路
傍
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
阿

弥
陀
如
来
、
文
殊
菩
薩
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
如
来
は
他
の
三
十
四
体
よ
り
も
大

き
い
が
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
十
五
体
の
石
仏
は
同
時
あ

る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
阿
弥
陀
如
来

以
外
の
石
仏
は
彩
色
さ
れ
て
い
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
ち
、
蓮
上
に

座
っ
て
い
る
。
獅
子
が
彫
ら
れ
た
台
石
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と

同
じ
大
き
さ
で
、
観
音
群
の
中
に
紛
れ
て
い
る
。 

 

黒
部
市
釈
迦
堂 

観
音
堂 

 

釈
迦
堂
路
傍
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
路
傍
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
を
は
じ
め
と
す
る
石
仏
三
十
八
体
と
木
造
仏
二
体
が
納
め
ら
れ
て



い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
文
殊
菩
薩
、
大
き
な
聖
観
音
の
三
十
五
体
は
、
同
時
あ

る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
宝
珠
形
光
背
の
丸
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
、
獅
子

上
の
輪
王
座
像
で
あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
同
じ
大
き
さ
で
、
観
音
群
の
中
に
紛

れ
て
い
る
。 

 

黒
部
市
田
籾 

観
音
堂 

 

田
籾
白
山
社
の
隣
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、

文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
不
動
明
王
、
木
造
弘
法
大
師
座
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
三
十

六
体
の
石
仏
は
い
ず
れ
も
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同

時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ
、
蓮
上
の

結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
同
じ
大
き
さ
で
、
観
音
群
の
中
に
紛
れ

て
い
る
。 

 

黒
部
市
嘉
例
沢 

観
音
堂 

 

廃
村
と
な
っ
た
嘉
例
沢
集
落
跡
に
新
し
い
石
造
の
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造

の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
、
釈
迦
如
来
、
文
殊
菩
薩
、
不
動
明

王
、
市
指
定
文
化
財
の
木
造
十
一
面
千
手
観
音
立
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
釈
迦
如
来
を

除
く
三
十
五
体
の
石
仏
は
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
と
文
殊
菩
薩
は
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
よ
り
も
大
き
い
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
は
経
巻
を
乗
せ
た
蓮
華

を
持
つ
、
蓮
上
の
結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。 

 

東
布
施
に
は
、
笠
破
に
も
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
が
納
め
ら
れ
た
観
音
堂
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
中
央
の
厨
子
は
施
錠
さ
れ
て
お
り
中
を
拝
見
で
き
な
い
が
、
弘
法
大
師

か
と
思
わ
れ
る
。
文
殊
菩
薩
は
確
認
で
き
な
い
。 

魚
津
市
布
施
爪 

観
音
堂 

 

布
施
神
社
参
道
脇
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、

文
殊
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
二
体
、
青
面
金
剛
、
不
明
仏
と
木
造
仏
数
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
石
仏
が
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
は
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
よ
り
も
大

き
い
が
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石

工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
、
獅
子
上

の
輪
王
座
像
で
あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
状
の
台
石
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観

音
の
中
央
奥
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

魚
津
市
長
引
野 

観
音
堂 

 

長
引
野
路
傍
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
文
殊

菩
薩
、
弘
法
大
師
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
弘
法
大
師
以
外
は
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

文
殊
菩
薩
は
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
よ
り
も
大
き
い
が
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ
、
蓮
上
の

結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
の
中
央
奥
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

魚
津
市
黒
沢 

観
音
堂 

 

黒
沢
路
傍
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
文
殊
菩

薩
、
青
面
金
剛
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
青
面
金
剛
に
は
わ
ず
か
に
彩
色
の
痕
が
み
ら
れ
る

が
、
他
の
石
仏
は
彩
色
さ
れ
て
い
な
い
。
文
殊
菩
薩
と
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
は
、
石
材

や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
、
獅
子
上

の
輪
王
座
像
で
あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
同
じ
大
き
さ
で
、
観
音
群
の
中
に
紛
れ

て
い
る
。 



魚
津
市
天
神
野
新 

観
音
堂 

 
八
幡
社
前
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
と
文
殊
菩

薩
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
は
西
国
三
十

三
ヶ
所
観
音
よ
り
も
大
き
い
が
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
あ
る
い
は

ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ
、
蓮
上
の

結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
の
中
央
奥
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

魚
津
市
黒
谷 

路
傍 

 

黒
谷
路
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
小
堂
内
に
、
十
体
ほ
ど
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

数
体
の
地
蔵
は
同
時
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
石
仏
は
別
々
に
作
ら
れ
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
笠
付
角
柱
型
の
石
塔
に
浮
彫
り
さ
れ
て
お
り
、
獅
子
上
に
座
っ
て
い
る
。

左
右
の
手
に
そ
れ
ぞ
れ
何
か
を
持
っ
て
い
る
が
、
蓮
華
な
の
か
如
意
棒
な
の
か
は
っ
き
り

と
し
な
い
。
彩
色
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

魚
津
市
平
沢 

路
傍 

 

小
坂
橋
を
渡
っ
た
す
ぐ
左
の
建
物
跡
と
思
わ
れ
る
空
地
に
、
二
体
の
大
き
な
石
が
並
ん

で
い
る
。
向
っ
て
右
の
石
に
獅
子
に
乗
っ
た
童
子
形
の
文
殊
菩
薩
が
浮
彫
り
さ
れ
て
お
り
、

左
の
石
に
は
象
に
乗
っ
た
童
子
形
の
普
賢
菩
薩
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。 

 

魚
津
市
釈
迦
堂 

観
音
堂 

 

神
明
社
裏
手
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
文
殊

菩
薩
、
如
意
輪
観
音
、
不
動
明
王
二
体
、
弘
法
大
師
二
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん

ど
の
石
仏
が
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
と
如
意
輪
観
音
は
西
国
三
十
三
ヶ
所

観
音
よ
り
も
大
き
い
が
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同

時
期
に
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
蓮
華
を
、
左
手
に
子
供
を
持
ち
、
蓮
上

に
座
っ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
子
安
観
音
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
経
巻
と
し
て
彫
ら
れ
た

も
の
が
子
供
の
姿
の
よ
う
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観

音
の
中
に
紛
れ
て
い
る
。 

 

上
市
町
黒
川 

穴
の
谷
霊
場
① 

 
 

穴
の
谷
霊
場
に
は
、
昭
和
四
十
四
年
頃
に
奉
納
さ
れ
た
多
く
の
石
仏
が
み
ら
れ
る
。

文
殊
菩
薩
は
角
板
型
の
石
塔
に
浮
彫
り
さ
れ
て
お
り
、
童
子
形
で
、
両
手
で
如
意
棒
の
よ

う
な
も
の
を
持
ち
獅
子
上
に
座
っ
て
い
る
。
兒
文
殊
で
あ
る
。 

 

上
市
町
黒
川 

穴
の
谷
霊
場
② 

 

穴
の
谷
霊
場
に
は
、
石
造
の
文
殊
菩
薩
が
も
う
一
体
み
ら
れ
る
。
角
板
型
の
石
塔
に
浮

彫
り
さ
れ
て
お
り
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ
、
蓮
上
の
結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。 

 

上
市
町
大
岩 

真
言
密
宗
日
石
寺
古
仏
堂 

 

日
石
寺
古
仏
堂
に
は
不
動
明
王
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
仏
像
が
並
ん
で
い
る
。
石

造
文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
、
蓮
上
の

結
跏
趺
座
像
で
あ
る
。 

 

立
山
町
金
剛
新 

路
傍 

 

桂
林
寺
斜
め
向
か
い
の
小
堂
に
、
十
二
体
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

八
体
ほ
ど
が
、
石
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同

じ
石
工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
蓮
華
を
持
ち
、
蓮
上
に

座
っ
て
い
る
。
釈
迦
如
来
が
み
ら
れ
な
い
が
、
文
殊
菩
薩
と
普
賢
菩
薩
は
同
時
に
作
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 



立
山
町
日
中
上
野 

路
傍 

 
日
中
上
野
か
ら
四
谷
尾
へ
と
下
り
る
道
の
途
中
に
、
石
造
の
文
殊
菩
薩
が
置
か
れ
て
い

る
。
笠
付
角
柱
型
の
石
塔
に
浮
彫
り
さ
れ
て
お
り
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
ち
、

蓮
上
に
座
っ
て
い
る
。
一
部
に
彩
色
の
痕
が
み
ら
れ
る
。
右
側
面
に
「
安
樂
十
一
世
照
山

禅
隆
大
和
尚
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
左
側
面
に
は
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
「
八
月
」
以

外
は
判
読
で
き
な
い
。 

白
岩
の
曹
洞
宗
安
楽
寺
の
照
山
禅
隆
和
尚
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
同
様
の
笠
付
角
柱
型

の
石
仏
は
立
山
町
東
部
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
、
そ
の
中
に
文
久
年
間
の
銘
の
も
の
が
確
認

さ
れ
、
こ
の
文
殊
菩
薩
も
同
時
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。 

 

立
山
町
下
瀬
戸 

路
傍 

 

下
瀬
戸
集
落
内
の
路
傍
の
小
堂
に
、
数
体
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
い
ち
ば
ん
左

奥
に
文
殊
菩
薩
が
み
ら
れ
る
。
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
両
手
で
如
意
棒
の
よ
う
な
も
の

を
持
ち
、
獅
子
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
彩
色
さ
れ
て
い
な
い
。
円
盤
状
の
台
石
に
乗
せ
ら

れ
て
い
る
。
頭
部
形
状
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
剃
髪
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

僧
形
文
殊
で
は
な
い
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

立
山
町
宮
地 

路
傍 

 

宮
路
集
落
内
の
路
傍
に
、
石
造
の
文
殊
菩
薩
が
置
か
れ
て
い
る
。
笠
付
角
柱
型
の
石
塔

に
浮
彫
り
さ
れ
て
お
り
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
ち
、
蓮
上
に
座
っ
て
い
る
。

僅
か
に
彩
色
の
痕
が
み
ら
れ
る
。 

 

富
山
市
水
橋
柳
寺 

路
傍 

 

路
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
小
堂
内
に
、
三
体
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
中
央
が

地
蔵
菩
薩
、
向
か
っ
て
右
が
文
殊
菩
薩
、
左
が
普
賢
菩
薩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
体
は
石

材
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
別
々
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
殊
菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
宝
珠
を
持
ち
、
獅
子
上

に
座
っ
て
い
る
。
彩
色
さ
れ
て
い
な
い
。
光
背
に
「
安
山
良
全
居
士
／
柳
寺
村
畠
又
吉
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
普
賢
菩
薩
の
光
背
に
「
…
…
…
大
士
／
柳
寺
村
畠
又
吉
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
が
、
ど
ち
ら
が
先
に
作
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

富
山
市
文
殊
寺 

武
部
神
社
境
内 

 

武
部
神
社
拝
殿
の
左
手
に
、
四
角
柱
の
石
塔
が
置
か
れ
て
い
る
。
下
部
が
土
中
に
埋
ま

っ
て
お
り
、
判
読
で
き
る
文
字
は
「
宝
暦
十
三
…
／
文
殊
権
現
御
宝
…
／
九
月
吉
…
」
で

あ
る
。
こ
の
石
柱
は
灯
籠
の
竿
と
考
え
ら
れ
、
神
仏
習
合
に
お
け
る
文
殊
信
仰
の
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。 

 

富
山
市
町
長 

共
同
墓
地 

 

町
長
共
同
墓
地
内
の
田
中
家
墓
所
に
、
十
体
ほ
ど
の
石
仏
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
文
殊

菩
薩
は
舟
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
経
巻
を
持
つ
、
蓮
上
の
結
跏
趺

座
像
で
あ
る
。
彩
色
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

富
山
市
小
糸 

公
民
館(

報
徳
寺
跡) 

 

廃
寺
と
な
っ
た
報
徳
寺
跡
の
公
民
館
内
に
、
木
造
仏
や
石
仏
が
置
か
れ
て
い
る
。
石
仏

は
、
青
面
金
剛
、
一
石
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
、
聖
観
音
で
、
文
殊
菩
薩
は
西
国
三
十
三

ヶ
所
観
音
と
い
っ
し
ょ
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
は
七
段
に
彫
ら
れ
、

そ
の
右
に
文
殊
菩
薩
が
大
き
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
に
は
「
一
番
」
か
ら
「
三
十
三
番
」
ま
で
の
番
号
が
、
文
殊
菩
薩

に
は
「
文
殊
師
利
」
と
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
は
、
右
手
に
剣
を
、
左
手
に
蓮

華
を
持
ち
、
蓮
上
に
座
っ
て
い
る
。 

 



所在地 像容(右手持物、左手持物) 年号 西暦 備考 

朝日町境 西墓地 立像(剣、経函)    

朝日町大家庄 観音堂 獅子上座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

朝日町舟川新 観音堂 獅子上半跏像(経巻、如意棒)   西国三十三ヶ所観音と共に 

黒部市若栗 白福寺観音堂 獅子上座像(両手で如意棒？)   西国三十三ヶ所観音と共に 

黒部市植木 東信庵観音堂 獅子上輪王座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

黒部市中野 密應寺境内 座像(剣、蓮華)    

黒部市枕野 路傍 座像(剣、経巻)   普賢菩薩と共に 

黒部市朴谷 観音堂 座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

黒部市阿弥陀堂 観音堂 獅子上座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

黒部市釈迦堂 観音堂 獅子上輪王座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

黒部市田籾 観音堂 座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

黒部市嘉例沢 観音堂 座像(剣、蓮華上経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

魚津市布施爪 観音堂 獅子上輪王座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

魚津市長引野 観音堂 座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

魚津市黒沢 観音堂 獅子上輪王座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

魚津市天神野新 観音堂 座像(剣、経巻)   西国三十三ヶ所観音と共に 

魚津市黒谷 路傍 獅子上座像(？、？)    

魚津市平沢 路傍 童子形獅子上座像(両手で如意棒？)   兒文殊、兒普賢と共に 

魚津市釈迦堂 観音堂 座像(蓮華、子供)   西国三十三ヶ所観音と共に 

上市町黒川 穴の谷霊場 童子形獅子上座像(両手で如意棒？) 昭和44年 1969 兒文殊 

同     同 座像(剣、蓮華) 昭和44年 1969  

上市町大岩 日石寺古仏堂 座像(剣、経巻)    

立山町金剛新 路傍 座像(剣、蓮華)    

立山町日中上野 路傍 座像(剣、経巻)    

立山町下瀬戸 路傍 獅子にまたがる(両手で如意棒？)    

立山町宮地 路傍 座像(剣、経巻)    

富山市水橋柳寺 路傍 獅子上座像(剣、宝珠)   普賢菩薩と共に 

富山市文殊寺 武部神社境内 「文殊権現御宝…」 宝暦13年 1763 灯籠の竿(？)に印刻 

富山市町長 共同墓地 座像(剣、経巻)    

富山市小糸 公民館(報徳寺跡) 座像(剣、蓮華)   一石に西国三十三ヶ所観音と共に 



 

朝日町境 西墓地 朝日町大家庄 観音堂 朝日町舟川新 観音堂 

黒部市若栗 白福寺観音堂 黒部市植木 東信庵観音堂 黒部市中野 密應寺 

黒部市枕野 路傍 黒部市朴谷 観音堂 黒部市阿弥陀堂 観音堂 



黒部市釈迦堂 観音堂 黒部市田籾 観音堂 黒部市嘉例沢 観音堂 

魚津市布施爪 観音堂 魚津市長引野 観音堂 魚津市黒沢 観音堂 

魚津市天神野新 観音堂 魚津市黒谷 路傍 魚津市平沢 路傍 



魚津市釈迦堂 観音堂 上市町黒川 穴の谷霊場 上市町黒川 穴の谷霊場 

上市町大岩 日石寺古仏堂 立山町金剛新 路傍 立山町日中上野 路傍 

立山町下瀬戸 路傍 立山町宮地 路傍 富山市水橋柳寺 路傍 



富山市文殊寺 武部神社 富山市町長 共同墓地 富山市小糸 公民館 

 


